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今年の平和大会は、11/28-29 in 神奈川 
17日午前、2026年日本平和大会の第１回実行委員会が

オンラインで開催され、今年の「平和大会運動」がスタ

ートしました。 

実行委員会には、９中央団体と開催地・神奈川から県

実行委（準）など17人が参加。総選挙の結果をふまえた「成

功のためのよびかけ（案）」などが討議されました。 

はじめに東森安保破棄中央実行委事務局長が開会あい

さつ （下に要旨）。次に、神奈川県実行委（準）から準備状況が報告されました。取り組みを推進する

ため開催県用のチラシがつくられ、3.1 ビキニ集会を通じて全国にも配布することが確認されまし

た （チラシは別添。再送しました。大会２日間の枠組み等が載っているのでご確認ください）。 

続いて千坂日本平和委事務局長が「呼びかけ （案）」を提案。補強等の意見が出され、事務局団体

で整理して発信していくこととなりました。（補強されたものを添付しました） 

また、25年度の決算の見通しとして 25年度も黒字となることが報告され、年度末までに未収を

解決して次回実行委に最終決算を報告することを確認しました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

東森氏のあいさつの大要は以下の通りです。 

2026 年日本平和大会第１回実行委員会に、ご多忙な中ご参加いただいた各団体のみなさまに感謝し

ます。また、大会をお引き受けいただき、すでに、企画や会場確保などに取り組んでいただいている神

奈川のみなさまに敬意を表します。 

いま、総選挙で多数議席を得た高市政権が「戦争国家」への暴走を始めようとしている重大な情勢の

中で大会について議論を始めようとしています。 

高市首相は選挙中、「「国論を二分するような大胆な政策、改革も、批判を恐れることなく果敢に挑戦し

ていくためには、どうしても国民の皆様の信任も必要だ」と述べ、「日本列島を強く豊かに」というフレ

ーズを繰り返しました。これは、かつての軍国日本のスローガンであった「富国強兵」をほうふつとさ

せるものであると同時に、「米国を再び偉大に」と叫んで、国際法や国連憲章を無視して対外侵略を展開

するアメリカのトランプ大統領とつながるものだと思います。 

当面する改憲発議や大軍拡、スパイ防止法制定など民主主義と人権抑圧をはかる政権とのたたかいを

通じて、情勢の変革的前進の中で大会をつくっていくことが、いつにもまして重要だと思います。 

米国防総省は、「沖縄の辺野古新基地ができても普天間基地は返還しない」と公式な報告をしていたこ

とが明らかになりました。これまで政府が「普天間の危険性除去」を理由として辺野古新基地建設を強

行してきた根拠が失われたわけで、新たなたたかいが求められていると考えます。 

大会の成功に向けて、みなさまのご奮闘をお願いします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★★ 次回 （第２回） 実行委員会 ４月１５日 15時～17時 （オンラインにて） 

 ２カ月ほどあとになりますが、分科会等の会場の確保が確定した方が、企画の構想を検討しやすいと

いうことでこの日程となりました。 


